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サイエンスカフェの多様な展開 

サイエンスは社会的インパクトを創造する ―エンタープレナーとは？ 
                                              化学科 上村礼子                                                                       

１． 目 的 

社会のグローバル化にともない、国際社会で自己実現す

る資質・能力として関係形成力が重要であると考えた。今回、

アメリカで起業し、さらに後進の若手起業家の支援を行って

いる久能祐子氏の講演により、グローバルな視点での関係

形成力を育成することをねらいとして本サイエンスカフェを

実施した。 

２． 概 要 

起業家(バイオテック系)であり、社会起業家、研究者、会

社経営者である久能祐子氏をお招きし、10月 20日（火）に

第４回サイエンスカフェを開催した。生徒 22名、保護者 11

名が参加し、久能氏の話だけでなく、活発な質疑応答が行

われた。 

写真１ 参加者との対話をしながらの講演 

海外の大学を志す生徒からの具体的な質問への丁寧な

回答や、「成功するためには成功するまで続けること」、「後

ろを振り向かない」、「可能性に鍵をかけない」など、メタ認

知に関連する話を数多く伺い、参加者全員が未来への勇気

と、新しいことを始めようとする意欲を与えられた。 

サイエンスは発見だけではなく、それぞれがお互いにな

いものをもったチームをつくり、いろいろな人が、多様な意

見を出し合っていくことでイノベーションを起こすことができ

るという内容などはとても参考になった。何より、成功まで続

けるという自分を信じる気持ちが重要であるという内容につ

いては、参加者アンケートでも反響が大きかった。 

写真２ 社会的インパクトを与えるエンタープレナーとは 

３． 成果と課題 

年始にワシントン DC で発行された地元紙（下）で、久能

氏は小石川でのサイエンスカフェについて紹介している。

自己効力感をもつことの重要性を与えたいという思いで講

演をされたということで、昨年印象に残った講演会として、本

校でのサイエンスカフェを記事にされている。 

ワシントンD.Cの地元紙で小石川でのサイエンスカフェにつ

いて「心に残った講演」として紹介された。 

サイエンスカフェの多様な展開 
メディア情報のつくられる現場を見てみよう 

 国語科 畑綾乃            

１． 目 的 
情報コミュニケーションの変化や、メディア環境の変化に

よる報道の問題について、実際の現場の見学や報道に関わ

る方との直接交流を通して現在における報道の実際を知り、

社会構造を科学的に捉える視点を身につけることを目的と

する。メディアの双方向性、メディアソースの多様化、各メデ

ィア企業の変化等について、現場の方々と共に科学的アプ

ローチを行う。 

２． 講座の概要 
（１） 平成27年12月９日 
15:00~17:30  毎日新聞本社見学 
〈見学プログラム〉記念撮影／ビデオ上映／新聞社の仕事

について／取材の実際／記者講演：愛読者センター長／

ディスカッション／各部署の

見学 
（２） 平成27年12月15日 
16:30~18:00 
東京新聞本社見学 
〈見学プログラム〉ビデオ上映／会社説明：総務局次長／

記者講演：社会部記者／ディスカッション／各部署の見学 
（３） 平成27年12月24日 
14:30~18:00 
ＮＨＫ放送局見学 
〈見学プログラム〉局内見

学と説明／ディスカッショ

ン／スタジオパーク体験

／撮影現場の見学 

３． 成果と課題 
変わりゆくメディアの現状について、マスメディアの現場を

実際に目で見て、直接報道に関わる様々な仕事に携わる

方々との交流する中で、ディスカッションをすることができ、

大変有意義であった。質疑応答も大変活発に行われ、生徒

たちは、発信者と受信者の構造を客観的に捉え、情報メデ

ィアによる社会の仕組みについて考えるとてもよい機会とな

った。また、複数の現場に行くことによって比較する視点を

持てたことも、活動を深める大きな要因であった。 

                                              

サイエンスカフェの多様な展開 

化学の現場を見に行こう  
          化学科 上村礼子                                       

１． 目 的 

有機化学、無機化学で学ぶ試薬や製品が製造される現場の見学

会を通して、授業で学習する知識を深めることを目的として、５月 26

日（火）に昭和電工（株）川崎事業所の見学会を企画した。 

２． 概 要 

参加したのは、６年生８名と５年

生６名の計14名で、以下のような

内容で実施した。川崎事業所で

は、マイクロバスに乗り、事業所内

の説明を受けながら見学すること

ができた。 

・電池電極材料、有機合成材料等

の製造過程、廃プラスチックから

アンモニアを合成するしくみにつ

いての説明を受けた。 

・廃プラスチックから合成ガス

（Ｈ２とＣＯの混合気体）をつくる過程、さらにこれを利用してアンモニ

アを合成（ハーバー法）するプラントなどの見学。 

３． 参加生徒の感想 

・普段講義を聴くことが多いので、外に出て実際に自分の目で見て

学ぶことは新鮮でしたし、楽しかったです。また、参加したいと思いま

す。 

・出向くことで、さらにいろいろな話を訊ける機会が増える。いろい

ろな職業の人の話を訊けるので、有意義だと思う。 

・教科書で読んで想像していた様子と、実際の工場との違いを感じ

ることができるのが良いと思った。 

・２時間という短い時間だったけれど、プラスチックが再び原料にな

るまでの工程や工場の仕組みがよく理解できた。 

・今日思ったことは、実際に行ったという記憶が強く残るということ。校

外のこういう体験は、普段机上で学ぶ学生にとっては新鮮なものだと

思い、これからも工場見学があり続けてくれたら、後輩達のためにも

なるのではと思う。 

４． 成果と課題 

今回の見学会では、授業で学習したことと、社会とのつながりを

実感させることができた。次年度も、学習していることがどのように社

会で活用されているか学ぶことができる校外学習型のサイエンスカ

フェを企画したい。 

アンモニアを合成する施設 
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